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論文内容の要旨

目的

乳癌の治療は主として外科手術と術後補助化学療法

が行なわれてきたが，近年，担癌生体が自己癌に対し

て免疫応答をしていることが知られるようになり，こ

れに加えて免疫療法も行なわれている.

このような現在，手L癌患者の免疫能を正確に把握す

ることは，その治療に欠くべからざる課題である.そ

こで，手L癌患者における細胞性免疫能を各種パラメー

ターを用いて測定し，癌腫の病期やその進行を規定す

る諸因子との関係につき検索した.さらに，外科手術

や術後補助免疫化学療法が細胞性免疫能に及ぼす影響

などについて検討を加えた.

対象

1977 年 1月より 1982 年10 月までに東京女子医科大学

第二病院外科で手術，術後補助免疫化学療法がなされ

た80 症例 (stage 1 53 例， stage II 11 例， stage III 8 

例， stage IV 8例〕を対象とした.手術術式別では定

型的乳房切断術66 例，拡大根治手術 6例，縮小手術 8

例である.

方法

末梢血リンパ球数， T 細胞比， B 細胞比， IgG-Fc R+

T 細胞比， PHA によるリンパ球幼若化反応 (SI 値〉

をパラメーターとして細胞性免疫能を測定し，以下に

つき検索した.

1)手術前の細胞性免疫能と Tnm 分類による病期

およびその進行度を規定する諸国子との関係.

2) 手術術式別にみた手術侵襲の細胞性免疫能にお

よぼす影響と手術後における細胞性免疫能の変動.

3) 術後補助免疫化学療法の細胞性免疫能におよぼ

す影響と免疫賦活剤の効果.

723-

成績

1.術前の細胞性免疫能

1)末梢血リンパ球数は病期の進行したもので減

少し， stage IV で著しい.

2) T 細胞比は病期の進行にしたがし、低下し，

stage IV で著しい.

3) B- 細胞比， IgG-Fc R+ T 細胞比は stage 1， II に

対し stage III ， IV で高値を示す.

4) PHA 幼若化反応、の SI 値は病期の進行にした

がって低下する.

2. 病期を規定する因子との関係

1)腫蕩径と各パラメーター聞には明らかな相関

は認められない.

2) リンパ節転移が進むにしたがし、末梢血リンパ

球数は減少し， T 細胞比， PHA 幼若化反応の SI 値

低下する.

3) リンパ節転移は免疫能の低下に関与し， SI 値

がそれをもっとも反映する.

3. 術後の細胞性免疫能

1)各病期とも術後 1-2 週で免疫能は一過性に

低下し，それ以降は回復する傾向をみる.

2) 末梢血リンパ球の PHA 幼若化反応の SI 値は

術後の免疫能をもっとも鋭敏に反映し術後補助免

疫化学療法の施行や効果判定の指標となりうる.

3) 手術術式別では拡大手術群に明らかな免疫能

の低下を認める.



104 

結論

乳癌患者における術前の細胞性免疫能は，病期が進

んだ stage I1， IV で明らかに低下し， とくにそれはリ

ンパ節転移の拡がりに関係が深い.術後の細胞性免疫

能は，各病期とも一過性に低下し，それ以降は回復す

る傾向をするが，末梢血リンパ球の PHA 幼若化反応、

の SI 値がこれをもっとも鋭敏に反映し臨床経過や再

発予知の指標となりうる.

論 文 審 査の要旨

乳癌治療は外科手術と術後補助化学療法が行なわれているが，近年担癌体の自己癌に対する免疫応

答が知られると共に，免疫療法も行なわれている.そこで著者は乳癌手術，術後捕助免疫化学療法が

なされた80 症例につき，各種パラメーターを用いて，細胞性免疫能について検討を加えた.その結果，

術前の細胞性免疫能は Stage の進行する程低下し，また手術により一過性に低下するが，後に回復す

ることを明らかにした.

本論文は乳癌治療に益することが大きく，学術上価値あるものと認める.
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